
 

都道府県名：千葉県 市町村名：匝瑳市 

１．活動名 アルカディア里山活動協定 

２．取組の背景、目的 

平成１５年に千葉県で実施された全国植樹祭を契機に制定された『千葉県里山

の保全、整備及び活用の促進に関する条例』に基づき、地元土地所有者と里山活

動協定を締結（３箇所 計１６，３８２ｍ2）し、知事認定を受けて里山整備活

動や県民参加のイベントを実施しています。 

また、子供達の環境学習の場としての活動が活発で、平成１９年には千葉県の

「教育の森」に認定されました。 

自由な参加のもと、「楽しくなければ続かない 笑顔で集おう！」を合言葉に、

各人のできる範囲での取組をしています。 

３．実施主体   アルカディアの会（代表 薄葉 栄策） 

        

４．取組の概要 

 毎月第１土曜日を定例活動日として、会員その他随時の参加者により、里山整

備活動を行うとともに、現在まで７回開催されている「里山ウォーク」等各種イ

ベントを通じて里山・里地の役割、自然保護と環境保護の重要性や素晴らしさを

広めています。 

 地元保育園、幼稚園、小中学校の総合学習の一環として、芋掘りや竹林整備に

開放し、市内外の青少年等の野外活動にも協力して、子供達の体験学習の場とし

ています。 

 また、里山に関する音楽イベントも実施し、年間２千人が訪れる里となってい

ます。 

５．支援事業 

 里山づくり活動支援事業 平成２２年度実績 補助額１０３千円 

６．取組等についての成果や課題 

 これまで開催したイベント等が話題になり、都会から多くの参加希望も寄せら

れています。 

都市住民や若者達の移住相談を受けるなど、地域の活性化にも寄与しており、

交流の促進や受け入れ体制のさらなる整備が課題となっています。 



写真添付欄 

 

写真の説明欄 

放置された山林の篠竹の刈払い作業風景。 

篠竹の刈払い・間伐・除伐・竹林の伐採整

備の作業は、まさに開拓作業さながらであ

る。 

 

 各種イベントを行っているが、これは里山

感謝祭の時のコンサート風景の一部。演奏

は地元会員有志でつくったオカリナグル

ープで、作業の日には枯木を集め、かまど

でご飯を炊いて皆に食事の用意もしてく

れている。 

 ガールスカウトによる散策道の整備作業

風景。子供たちにも作業を通じ、里山との

関わりを体感してもらい、併せて自然と人

間等のつながりを考える環境学習の機会

としている。 

 子供達と一緒に里山を歩く。 

 

 

 

 

 


